肺腺癌化学療法中に皮膚移転と小腸転移をきたし小腸穿孔を起こした1例 by 土屋 海士郎 et al.
肺腺癌化学療法中に皮膚移転と小腸転移をきたし小
腸穿孔を起こした1例
著者名 土屋 海士郎, 有村 健, 山本 智子, 武山 廉, 多賀









報告した (J Cel Biochem 2015). さらにアルブミンのカ
ベオラ進入経路に続く細胞内の通過・排出経路を調べ



















1. 重症筋無力症と Isac 症候群に合併した後天性血
友病 A
e卒後臨床研修センターゾ神経内科血液内科)
0 金野 史l ・0 武田貴裕2 ・鈴木美紀2 • 
清水優子2 ・飯嶋 陸2 ・田中淳司3 ・北JIl一夫 2
〔症例) 69 歳男性. (主訴〕全身の紫斑，皮下血腫. (現
病歴J2014 年初め (67 歳時)より四肢筋力低下を自覚し
近医を受診.筋電図にて疲労現象を認め，抗アセチルコ
リン受容体抗体陽性が判明し重症筋無力症と診断.当院





Isacs 症候群と診断. PSL を 30mgl 日へ増量，免疫グロ
プリン大量療法，免疫吸着療法を再度施行し症状は改善
したその約 1年後 (69 歳時)，四肢体幹の皮下血腫，
鼻出血が出現した.当院血液内科を受診し活性化部分ト
ロンボプラスチン時間 (APT) の延長，第 vnI 因子活
性低下，第 vnI 因子インヒビター高値の所見から後天性














小川哲也2 ・ 佐 倉宏2
〔症例J 31 歳 Sots 症候群の男性. (主訴〕両上肢のし
びれと握痛，体動困難，左足の痔痛. (現病歴〕入院 4 ヵ





なった〔現症〕両肩関節の可動域制限，両第 2，3， 4MP 
関節の腫脹・圧痛あり. MMT は頚筋，前鋸筋，三角筋，
上腕二頭筋，上腕三頭筋で 4/5 と低下を認めたが再現性
は不良であった. (検査結果〕血液検査では CRP 1. 3 mgl 
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節リウマチで、加療中， 2015 年 5 月頃より右季肋部痛が出




施行し肺腺癌 cT3N2M1a stageIV (EGFR 遺伝子変異
陰性， ALK 転座陰性)と診断した.同年 1 月より CDDP
+ PEM + BEV2 コー ス施行し， 2016 年 1月，同化学療法
3 コース目施行目的に当科入院した.入院時施行した胸
部単純 CT で左肺上葉のすりガラス影の増悪を認め，血










と判明した.肺癌の皮膚転移は 2.8% ，小腸転移は1. 7%
とされる.さらに転移後の小腸穿孔は 0.1%程度とされ，
I 年生存率は 2~9% と予後不良である.本症例は稀な 2
つの転移を組織学的に証明でき 小腸穿孔後も救命でき
た点で貴重な症例と考えられた.
4. 上行結腸 angioectasi からの出血を同定し得た慢
性腎不全合併 2 型糖尿病の 1例
e卒後臨床研修センター糖尿病センター内科)









る. [症例 J 80 歳男性. [主訴〕ふらつき. (既往歴〕陳
旧性心筋梗塞，冠動脈バイパス術後(アスピリン，ワル
ファリン内服) • (現病歴 J 63 歳時に 2 型糖尿病と診断さ
れ， 78 歳頃より eGFR 30 m l/ min/ 1. 73 m 2 未満の慢性腎
不全となった• 2016 年 5月より便中ヘモグロビン陽性と
なり，同年 7 月 27 日には Hb 6.4 g/dl と著明な貧血を認
めたため，精査目的に当科入院となった. (現症〕意識清





消失した.鉄剤の内服を継続し， Hb 9.3 g/dl まで貧血の
改善を認め，それに伴い自覚症状も消失した
-38-
5. 脳幹型 PRES ，血栓性微小血管障害症を呈した悪
性高血圧の 1例
(東医療センター l卒後臨床研修センター内科)
O 板倉卓司 1. 小川哲也2 • 
樋口千恵子2 ・0 興 野 藍2 ・佐倉宏2
症例は 4 歳男性. 43 歳時の健康診断で初めて高血圧
のみ指摘されたが無治療であった 4 歳時に頭痛，夜間
呼吸困難，起座呼吸を認め近医に救急搬送された.血圧
205/13 mmHg ，肺水腫，胸水貯留， Cr 9.0 mg/dl の腎
障害を認め当院に初診転院となった.入院時，尿潜血
3+ ，尿蛋白 7.0 g/. Cr ，頼粒円柱 (5 +) BUN 74.8 mg/ 
dl， Cr 9.4 mg/dl および腎臓エコーで腎臓萎縮なく急性
腎不全を呈していた溶血性貧血 (Hb 6.7 g/d l， LDH 81 
U/L ，ハプトグロビン孟 10 mg/dL ，破砕赤血球+ )，血
小板減少 (Plt 5.5 万/μL) および急J性腎不全より血栓性
微小血管障害症 (TMA) と診断した.頭部 MRI にて左
右対称性に橋の腫大， T2W I， FLAI R， ADC map での
びまん性の信号上昇により脳幹型 PRES を呈していた.
さらに前医搬送時の拡張期血圧 130 mmHg ，急性腎不
全，高血圧脳症，眼底所見での軟性白斑，出血を認め悪
性高血圧と診断した. TMA に対して第 2病日から 3 回
の血紫交換，降圧療法，輸血および透析療法を施行した
ところ第 6 病日には破砕赤血球の消失，血小板の上昇を




13 活性 (57%) 著減なく， 130 mmHg への降圧により速
やかに溶血性貧血，血小板数の改善を認めたため悪性高
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〔症例J 34 歳男性，身長 163 cm ，体重 5 kg. 鼻中隔
湾曲症に対し，鼻中隔矯正術，粘膜下下鼻甲介骨切除術
が予定された.プロポフォール 130 mg ，セボフルラン
2.0% ，フエンタニル 10μg ，レミフエンタニル 0.3μg/





ンコハク酸エステルナトリウム 50 mg の静脈内投与後，
徐々に血圧は改善し 皮膚発赤も消退した.ショック初
